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創立６０周年記念式典開催：平成 27 年 11 月 28 日（土） 

巻 

頭 

言 

 
 

『
創
立
六
十
周
年
の
新
春
を
迎
え
て
』 

埼
玉
県
山
岳
連
盟 

会
長 

石
倉
昭
一 

  
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

い
よ
い
よ
埼
玉
岳
連
の
創
立
六
十
周
年
の
年
が
始
ま
り
ま 

し
た
。 

既
に
昨
年
八
月
か
ら
創
立
六
十
周
年
の
記
念
事
業
に
つ
い 

て
の
検
討
を
始
め
、
次
の
事
業
を
決
め
ま
し
た
。 

 

一
・
記
念
祝
賀
会
と
記
念
講
演 

十
一
月
二
十
八
日
（
土
） 

二
・
記
念
誌
発
行
（
五
十
年
～
六
十
年
の
十
年
間
の
記
録
） 

三
・
六
十
周
年
を
記
念
し
て
の
、
埼
玉
六
十
山
記
念
登
山 

（
ク
リ
ー
ン
）
登
山
・
以
上
三
つ
を
基
本
事
業
と
し
て
行
い 

ま
す
。 

是
非
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
六
十 

周
年
を
皆
で
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
今
年
は
、
八
年
に
一
回
持
ち
回
り
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

（
一
都
七
県
）
の
幹
事
県
岳
連
に
当
た
り
、
埼
玉
岳
連
が
主 

管
団
体
と
し
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
国
体
予
選
）
を
加
須 

で
七
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二
十
六
日
（
日
）
に
開
催
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

毎
年
行
っ
て
い
る
事
業
の
他
に
六
十
周
年
記
念
事
業
と
関 

東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
が
重
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆 

様
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

 
 

 

そ
し
て
こ
の
一
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち 

た
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
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平成27年新春懇談会 

本年もどうぞ宜しくお願いします 
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ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱・日本用品㈱・田中産業㈱ 

 

平成 27 年新春懇談会 敬称略 

2015 年 2 月 1 日 大宮「日本海庄や」 

                           司会･加藤 富之 

開式の言葉  :県岳連副会長   ･相沢 重夫 

新年ご挨拶  :県岳連会長     ･石倉 昭一 

ご 挨 拶   :県岳連名誉会長 ･浅見 豊 

来賓ご紹介  :県岳連理事長   ･天野 賢一 

代表ご祝辞  :加須市生涯学習部長･綱川 敬蔵 

乾    杯   :県岳連顧問    ･田中文男 

歓    談     

締     め   壱の〆・森下健七郎 

           弐の〆・宇津木秀二 

          参の〆・岩崎 元郎 

閉式の言葉  :県岳連副会長   ･村岡 正巳 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

        《懇談会参加者名》   

綱川 敬蔵   ･生涯学習部長 加須市長 代理  

浅見 豊     ･名誉顧問  恵流峰会 

森下健七郎  ･顧  問    高体連   

田中 文男   ･名誉会長  浦和山岳会  

中田 弘     ･参  与    元・浦和渓稜山岳会 

平沼 伸一   ･参  与    小川山の会 

亀田 泰二   ･参  与    川口市登山同好会 

斉藤 勝男   ･参  与    元･蕨ﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

三ﾂ木達男   ･参  与    恵流峰会 

山口 定男   ･参  与    我逢人･信越山の会 

古峰 孝     ･参  与    加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

石倉 昭一   ･会 長    大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

相沢 重夫   ･副会長   川口市登山同好会  

 

村岡 正巳   ･副会長 

兼企画委員長   加須 SCC 

加藤 富之  ･副会長 

兼事務局長     深谷山岳会 

天野 賢一   ･理事長         遠峰山岳会  

瀬藤 武     ･副理事長 

兼遭対委員長   浦和渓稜山岳会 
宇津木秀二  ･副理事長       高体連 

土屋 正昭   ･競技委員長     加須 CC･ﾋﾞﾅ        

野村 善弥   ･指導委員長     あゆむ山の会  

内海 信    ･選手強化委員長 高体連        

岩崎 繁夫  ･自然保護委員    ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ･とだ        

鈴木百合子 ･海外登山委員長 無名山塾  

岩井田正昭  ･広報委員長     川越山の会 五十雀 

長谷川 茂  ･個人会員委員長 熊谷山岳会 

岩武 成秋  ･監  事      UD･A･C  

塩谷 壽子  ･事務局       大宮山岳会 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

塚越 国雄  ･代 表     深谷山岳会 

岩崎 元郎  ･主 宰     無名山塾 

金澤 和則  ･代 表     無名山塾        

田口 浩昭  ･               無名山塾 

松本 善行  ･         無名山塾 

風間 進    ･前代表       浦和渓稜山岳会 

山口 新二  ･理 事       UD･A･C  

小茂田利孝  ･69 国体監督    高体連 

伊佐 恵     ･前主将         防衛医大山岳同好会 

大野 文雄   ･              山学同人比企 

石井 茂     ･理  事         壁稜山岳会 

吉田 秀夫   ･代  表         JR 大宮山の会 

熊谷 潔     ･               蓮田山の会 

原 卓也     ･               大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

宮崎 隆樹   ･               大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌ 

下記の方より多大なご芳志戴きました､ 

厚く御礼申しあげます、有難うございました｡ 

田中文男・名誉会長 

岩崎繁夫・自然保護委員長 

塩谷壽子・理事 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

《参与会参加者名》   

2015 年 2 月 1 日  大宮/ｼｰﾉ大宮 

田中 文男   ・名誉会長 浦和山岳会  

中田 弘     ・参 与  元・浦和渓稜山岳会 

平沼 伸一   ・参 与   小川山の会 

亀田 泰二   ・参 与    川口市登山同好会 

斉藤 勝男   ・参 与   元・蕨ﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

三ツ木達男  ・参 与   恵流峰会 

山口 定男  ・参 与   我逢人・信越山の会 

古峰 孝     ・参 与   加須ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ 

石倉会長他 7名 
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平成 27 年参与会開催 石倉会長挨拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     26 年度の課題を説明  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43 名参加の新春懇談会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇談会が終り会場前にて 

平成２６年 11月第 4 回理事会 報告
7 月 9日(水)午後 7時 30 分~ 北本市中央公民館  

0 出席  

石倉会長､相澤副会長､村岡副会長兼(企画)､加藤副

会長兼(事務局長)､天野理事長､瀬藤副理事長兼（遭

対）､内海（強化）､岩崎（自然）､岩井田（広報）､

長谷川（個人）､塩谷（事務局） 

柴崎(川口)､岩本（ｴｺｰ）､岡野(蓮田)､小茂田(高体連)､

田中(岳稜)､柳原(小鹿野)､伊藤(防医)､仙波(槻岳)､

小高(ｱﾙﾑ)､笠原(彩岳) 計 21 名 

 

1 開会挨拶 (村岡副会長)  

2 会長挨拶（石倉会長） 

3 報 告 

①6/29 指導員総会&指導員研修会 

(講師:堤信夫氏)  

②6/1~30 第 11 回埼玉県立自然公園清掃登山  

途中集計 14 団体 351 名  

4 協 議 

(1)平成 26年度評議員総会での課題について 

①創立 60周年記念事業･実行委員会予定 

1:記念式典 講演+式典 

2:記念誌 50 年~60 年の 10 年間の記録 

3:記念山行 ｢さいたま 100 山｣登山 

4:開催日 平成 27年 11 月 28 日（土）午後 

②ｶﾚﾝﾀﾞｰ作成について  

締切 9月 10 日 ★詳細は応募要項参照｡ 

③寄付金について 

(2)各会選出の理事と所属委員会について 

･副理事長は宇津木元選手強化委員長 

･競技副委員長は横内鉄郎( AC･山遊人･理事) 

･各会派遣の理事の所属について 

(3)70 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会･埼玉について 

①経費関係について 

･5/15 経費関係ﾋｱﾘﾝｸﾞ  

･7/15 70 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会準備委員会の開催 

②役員表とｽﾀｯﾌ募集について 

(4)69 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会･役員視察について 

(5)夏休み親子ｷｬﾝﾌﾟ中止の経緯について  

 

5.各部からの報告等 

①指導委員会 

●6/29 指導員総会&指導員研修会 (講師:堤氏) 

指導員  名参加､一般  名参加 大宮 

○平成 26年度指導員養成講習会  

･9/28(日) 9 時~18 時 開校式･机上研修 

   ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ研修 加須市民体育館 

･10/18(土)-19(日) 登攀講習  

ﾂｪﾙﾄ泊 登攀試験 飯能･天覧山 

･1/17(土)-18(日) 積雪期講習  
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机上試験 実技試験 那須 

②競技委員会 

●6/7-8  第 28 回ﾘｰﾄﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ・国体ﾘﾊｰｻﾙ大会 

                                森下参加 長崎 

○7/26-27 第 69 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会 

○競技部ﾌﾞﾛｯｸ研修会 

期 日:平成 27 年 1 月 24 日(土)-25(日) 

会 場:加須市民体育館･ 宿泊:第一ﾎﾃﾙ 

内 容 ①C 級ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ審判講習会   24-25 日 

②競技運営講習会       25 日 

③関東地区競技委員長会議   25 日  

③選手強化委員会 

○7/26-27 第 69 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ大会 について 

        栃木県今市青少年ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

成年女子 選手 尾上彩 (埼玉県山岳連盟) 

三上智子(T-WALL) 

監督 門間希美(埼玉県庁) 

少年男子 選手 波田悠貴(久喜工業高校) 

渡邉海人(伊奈学園総合高校) 

監督 内海 信(春日部工業高校) 

少年女子 選手 坂井絢音(山村学園高校) 

金子桃華(川越市立砂中学校) 

監督 宇津木秀二(伊奈学園総合高校) 

成年男子 選手 是永敬一郎(日体大) 

鈴木友希(PUMP)  

監督 未定 

○8/2-4 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ 富山県南砺市 

★国際大会活躍 尾上彩(ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ･ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ) 

       ※本誌 8P県内選手ﾘｻﾞﾙﾄ参照 

④遭難対策委員会 

●6/28-29  日山協遭対委員総会兼研修会 神奈川 

●7/ 6      夏山遭難防止講習･研修 

○7/12-13  ﾚｽｷｭｰ研究会･ﾛｰﾌﾟ破断ﾃｽﾄ  富山 

○9/4-10  日中韓登山技術交流会   谷川岳 

⑤自然保護委員会 

●6/1~30  第 11 回埼玉県立自然公園清掃登山  

●6/14-15 日山協自然保護常任委員会研修会  

岩崎他 8 人参加/計 25 名 御岳ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀ- 

●6/21-22 三峰分校清掃及び自然保護委員会役員会 

13(男 10､女 3)名参加 岳人の家 

⑥海外登山委員会 

●6/14-15 第 33 回海外登山遭難対策研究会兼 

日山協国際委員会総会 5 名参加 長野県大町市 

●7/1 例会 60 周年はｲﾝﾄﾞの 6000m 峰/ ﾛｰﾂｪ隊の件 

○7/12~8/上 ｷﾙｷﾞｽ山岳協会招待の｢ﾚｰﾆﾝ峰｣遠征に､

鈴木海外委員長が参加｡ 

○7/11-20 ﾀｰｸｰﾆｬﾝ･ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ(大宮山岳会･寺井他) 

○平出和也氏講演会…講演依頼について 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会 

●6/17 高体連･学総体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ競技･ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 川越 

●6/20-22 ｲﾝﾀｰﾊｲ審査員研修会 箱根 

●6/23   高体連･夏山机上講習会 

○8/8-12 第 57 回全国高等学校登山大会・箱根 

⑧広報委員会 

○9/10  編集委員会 2 

○9/30  第 49 号発行 12P/1600 部:国体報告他 

⑨企画委員会  

50 周年で実施した各会の調査を 60周年でも実施｡ 

⑩個人会員委員会 

●6/28 総会(懇談会) 個人会員 2名+1名､委員 2名 

参加 石井ｽﾎﾟｰﾂ大宮店 

●6/28 さいたま市岳連主催講演会(県警山岳救助隊

飯田副隊長講演)に 5名参加 大宮 

⑪事務局 

☆平成 26 年度会員証について 

⑫その他 

○9/26-28 中高年安全登山指導者講習会｢東部地区｣ 

青森県･岩木山 

○11/23 日山協 広島山岳平和祭･UAAA20 周年記念 

広島平和記念公園 

○11/16･日 深谷山岳会創立 50 周年記念祝賀会 

17:00~ ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ深谷 

6.閉会挨拶 (相澤副会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

平成２7 年 1 月第 6 回理事会 報告

1 月 14 日(水)午後 7時 30 分~ 北本市中央公民館 

0 出席  

石倉会長､相澤副会長､村岡副会長兼(企画)､加藤副会

長兼（事務局長）、天野理事長､瀬藤副理事長兼(遭対)､

野村(指導)､内海(強化)､鈴木(海外)､岩井田(広報)､長

谷川(個人)､塩谷(事務局) 

柴崎(川口)､山口(UD)､吉田(JR)､小高(ｱﾙﾑ)､岩本(ｴｺｰ)､

小茂田(高体連)､田中(岳稜)､柳原(小鹿野)､伊藤(防衛

医)､大山(比企)､笠原(彩岳)､佐藤(SMA)岡野(蓮田)  

 計 25 名  

1 開会挨拶 (相澤副会長)  

2 会長挨拶   (石倉会長) 

3 報 告 

①12/9 第 5 回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会

実行委員会(大宮) 

②12/23-24 第 5 回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権

大会(加須)→<別途ﾘｻﾞﾙﾄ･報告> 

個人戦:男女とも埼玉選手が優勝｡団体男子も埼

玉･久喜工業高校が優勝｡参加 41 県 

③彩・岳悠会事故報告→新聞でも報道されましたが､

梅津氏が年末に女峰山で遭難｡1/10 発見され 13 日

に収容されました｡ 

 

4 協 議 
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(1)70 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ･埼玉大会について 

  ①参加申込期限について  

 ②競技日程について 

   ｢関東地区山岳連盟総会｣で､要項案を出す｡総務

員数の削減を提案｡ 

  ③実行委員会 1/22･木･19:00~加須市民体育館にて 

(2)競技部ﾌﾞﾛｯｸ研修会(1/24-25) 

 日山協主催 埼玉岳連主管)について 

   ･期日:平成 27 年 1 月 24 日(土)~25(日) 

   ･会場:加須市民体育館  

   ･内容:①C 級ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ審判講習会  ※31 名 

  ②競技運営認定講習会       ※14 名 

  ③関東地区競技委員長会議   ※ 9 名  

(3)2 月 1 日 県岳連新春懇談会･参与会について 

   ①参与会 ･会場:ｼｰﾉ大宮 5F 講座室 

   ②新春懇談会はｼｰﾉ大宮 1F 日本海庄や 

(4)創立 60 周年記念事業･実行委員会について

(11/28･土 午後 ~開催) 

①記念式典→講演及び式典について 

 (天野･加藤･野村･土屋･宇津木･長谷川･塩谷) 

②記念誌  →記録集（ﾒﾃﾞｨｱ化）について 

(岩井田･村岡･鈴木) 

③記念山行→60 座登山計画について 

(石倉･相沢･岩崎･瀬藤･内海･野村匠) 

今回は､記念登山のための候補地としての 100 山と

する｡ 

(5)県体育功労賞･優秀選手賞の推薦について      ･

体育功労賞： 小茂田利孝:選手強化委員(監督)､ 

優秀選手賞： 尾上 彩  (世界ﾕｰｽ 1 位)、 

波田悠貴 (JOC1 位) 

(6)｢2015 ｶﾚﾝﾀﾞｰ｣の販売状況等について 

(7)ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ大会について 

      2 月 21-22 日､深谷ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳﾞﾚｯｼﾞ 

(8)平成 26 年度関東地区山岳連盟総会  

  2015 年 2 月 21 日(土)13:30~ 

参加者:石倉会長､村岡副会長､相澤副会長､天野理

事長､(土屋競技委員長) 

 (9)蕨市山岳連盟｢安全登山を考える集い｣名義後援

願い について   

(10)積雪期緊急避難講習会開催について 

(11)旧三峯分校｢岳人の家｣閉所式 開催について 

 

5.各部からの報告等 

①指導委員会 

 ○平成 26 年度指導員養成講習会  

  1/17･土-18･日 積雪期講習/机上試験/実技試験 

40 人(一般 16､研修等 17､講師 7)参加 那須 

 ○2/14-15 平成 26 年度 氷雪技術に関する指導員の

教育と研修及び主任検定員養成講習会 

(A 級･B 級)･上級指導員養成講習会  

②競技委員会 

 ●12/23-24 第 5 回全国高等学校選抜Ｃ選手権大会            

 ○2015 年 1/24-25 競技部ﾌﾞﾛｯｸ研修会 

 ○2015 年 2/21-22 ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ(主管)     

深谷ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳﾞｨﾚｯｼﾞ 

③選手強化委員会    

 ●12/19 ｼﾞｭﾆｱ強化担当者会議 16:00~ 小茂田 

 ●12/23-24 第 5 回全国高等学校選抜Ｃ選手権大会              

●12/26 県知事表敬訪問 尾上彩 世界ﾕｰｽ 1 位  

(石倉､天野､尾上､内海､小茂田､森下) 

 ○ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ計画 ･平成 27 年 1 月 18 日(日)､2 月 1

日(日)午前 9 時~11 時 川越ﾛｯｸｸﾗﾌﾄにて開催｡ 

④遭難対策委員会  

 ●12/13-14 平成 26 年度 冬山遭難防止研修･講習

会 47･46 名参加 ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ 

 ○1/23-25 日山協 平成 26 年度山岳ﾚｽｷｭｰ講習会 

⑤自然保護委員会  

 ○2/21-22 ﾌｫｰｽﾄﾋﾞﾊﾞｰｸ及び耐寒訓練計画  三峰 

 ○3/25-26 旧三峯分校｢岳人の家｣閉所式  三峰 

⑥海外登山委員会  

 ●12/6 海外登山報告会(研究会)17:00~大宮ﾎﾟﾌﾟﾗ 

 ○平出和也氏講演会…調整中 

 ○3/7-8 日山協第 53 回海外登山技術研究会 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会 

 ○2/14 平成 26 年度ｼﾞｭﾆｱ･普及情報交換会 

⑧広報委員会 

 ○2/中 第 50 号・発行予定 16p 特別号 

⑨企画委員会  

 ○60 周年企画｢ｸﾗﾌﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ｣｢山岳会･ｸﾗﾌﾞ探訪｣ 

 ○ﾄﾚﾗﾝ開催の検討 ｢村岡･佐藤･小茂田｣で検討｡ 

⑩個人会員委員会   

 ･ふじみの市･大河原氏 加入 

⑪事務局 

○日山協の新春懇談会 1/17･土  

○都岳連 ｢2015 年新春の集い｣1/24 東京ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  

○日山協からの案内等｢国体正式競技の継続に向け

て｣｢国体ﾌﾞﾛｯｸ大会出場について｣ 

6.閉会挨拶(村岡副会長)  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃 報 

彩・岳悠会会員 梅津慎吾氏（享年 47歳） 

が 2014 年 12 月 30 日ごろ、日光・女峰山に 

於いて遭難、1 月 10 日に 2 回目の捜索の際、

発見され、収容されました。 

御葬儀は 1月 20 日に執り行われました。 

ここに謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈 

り申し上げます。 

埼玉県山岳連盟 一同 
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第 69 回・長崎国体』報告 
 

【第 69 回長崎国体】 10 月 16 日(金)-19 日(日) 

大村高校･大村公園特設会場 

 競技別 天皇杯男女総合順位 7 位 (得点 58 点) 

 得点内訳  成年男子総合 9.0 点   

少年男子総合 3 9. 0 点 参加点 10点 

 競技順位  成年男子  

是永敬一郎･鈴木 友希  監督:小茂田利孝 

   ﾘｰﾄﾞ予選 2位      ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ予選 11 位 

 競技順位  少年男子  

波田 悠貴･ 渡邉 海人   監督:内海 信 

   ﾘｰﾄﾞ 予選 8 位     ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 予選 4 位  

応援団：森下前会長（日山協・常務理事）･小峰副会

長･村岡副会長･天野理事長･塩谷理事（県岳

連・事務局）、 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｼﾞﾑ関係者など。 

      県体協 長谷川様、県ｽﾎﾟｰﾂ振興課遠井様   

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

表彰式後 左から内海監督、渡邉、波田選手、 

森下前会長（日山協・常務理事） 

 

『長崎国体』を終えて 

             県岳連 選手強化委員長 

                内海 信 

10 月 16 日木曜日(私の誕生日)の監督会議から

長崎国体は始まりました｡ 

成年男子､是永･鈴木選手出場のﾎﾞﾙﾀﾞｰ予選は､

終盤逆転され決勝進出ならず｡ﾘｰﾄﾞは鈴木選手の

頑張りで予選 2 位の好位置に付けるも､最終日の

決勝においては連日の疲れか､6 位の成績で競技を

終える｡ 

少年男子､波田･渡邉選手が出場｡ﾘｰﾄﾞ予選は､両

選手とも完登するが､波田選手ﾊﾝｶﾞｰを踏む反則を

取られ､決勝進出成るも予選 8 位､昨年東京国体の

悪夢がよみがえる｡決勝は一番手で登場､2 人とも

手順が解らないと言っていた壁上部､大胆に上を

取りに行った渡邉選手､掛かりが浅くﾌｫｰﾙする｡順

調に高度を稼ぐ波田選手､完登手前で惜しくもﾌｫｰ

ﾙしたが､3 位の成績で競技を終える｡ﾎﾞﾙﾀﾞｰ予選､2

人で 5 完登 4 位に付け予選は余裕で通過する｡    

最終日決勝､好調な出だしで一撃を連発する､しか

し､栃木県ﾁｰﾑに最後に抜かれ､2 位の成績で競技を

終えることが出来ました｡ 

天皇杯男女総合 7 位での閉会式･表彰式､受賞代

表の渡邉選手､応援に来ていたお母様の前で胸を

張り登壇､賞状を手にする､監督として胸の熱くな

る瞬間でした｡ 

今年も和歌山国体に向けて､すでに一歩を踏み

出しています｡皆様応援宜しくお願い致します｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ・県総合体育大会 

2014/11/30 加須市民体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｷｯｽﾞ入賞の左から牧田,矢部,内田の各選手 

 

《ﾘｻﾞﾙﾄ》 

[ﾄｯﾌﾟﾛｰﾌﾟ ｷｯｽﾞ]  参加者 19名 

県体 1位 (総合 2位)  矢部 七海  

県体 2位 (総合 4位)  牧田 岳    RC 川越 

県体 3位 (総合 5位)  内田 花奈  RC 川越 

[ﾄｯﾌﾟﾛｰﾌﾟ 一般]  参加者 10 名 

県体 1位 (総合 1位)  鈴木 弘大  東洋大 

県体 2位 (総合 2位)  塙 裕夢  東洋大 

県体 3位 (総合 3位)  村木 統威 東洋大 

[ﾘｰﾄﾞ ﾋﾞｷﾞﾅｰ]   参加者 16 名 

県体 1位 (総合 1位)  須見 真絢 Base Camp 

県体 2位 (総合 2位)  大場 拓真 pump1 

県体 3位 (総合 3位)  別所 綱    RC 川越 

[ﾘｰﾄﾞ ｼﾞｭﾆｱ]   参加者 19名 

県体 1位 (総合 11位) 勝見 文音  RC 川越 

県体 2位 (総合 13位) 猪鼻 碧人  RC 川越 

県体 3位 (総合 16位) 鈴鹿 凛    Base Camp 

[ﾘｰﾄﾞ ﾐﾄﾞﾙ]    参加者 26 名 

県体 1位 (総合 2位)  白石裕次郎 伊奈学園 

県体 2位 (総合 6位)  鶴 隼斗  Base Camp 

県体 3位 (総合 8位)  木村 大夢 Base Camp 

           参加者総数 154 名 
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第 5 回全国高等学校選抜 

クライミング選手権大会 

2014/12/23-24 加須市民体育館 

41 都道府県の選手を迎え『第 5 回全国高等学校選

抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権』大会が加須市民体育館で行われた。 

軽快な曲が流れるなか、北海道ﾁｰﾑを先頭に順次選

手が入場、司会の松村ｱﾅから選手紹介が行われた。 

森下健七郎・大会委員長の開会宣言のあと、前年

度優勝校の（男子）浜松・日体高等学校及び（女子）

宮城・東北高等学校から優勝杯が日本山岳協会・神

﨑忠男会長にそれぞれ返還された。 

主催者挨拶を日本山岳協会・神﨑忠男会長から、

歓迎の挨拶を大会名誉会長・大橋良一加須市長から 

『加須市では、市を挙げてｸﾗｲﾐﾝｸﾞの普及推進を図っ

ております。加須市山岳連盟が中心となり、小学生

から壮年者に至る幅広い年代の方々が完登を目指し

練習されており、この中から世界に通用するﾄｯﾌﾟｸﾗ

ｲﾏｰが輩出されることを期待しております』と熱いﾒ

ｯｾｰｼﾞを全選手に向け述べられました。 

選手参加者は 188 名（男子 104 名、女子 84 名）

を数え、参加校 52 校（男子 31 校、女子 21 校）。 

 来賓紹介、協賛企業の紹介、主催者の紹介が行わ

れ、選手宣誓を浜松・日体高校 鈴木正信選手によっ

て行われ 2 日間の競技はｽﾀｰﾄ。 

初日の予選は 2 面のﾙｰﾄ（男子 13a、女子 12b/c）

をﾌﾗｯｼﾝｸﾞで全員 2 本、男子 104 名中予選通過は 27

名、女子 84 名中予選通過と 25 名と絞られた。 

2 日目は準決勝、決勝競技（男子 13b/c）（女子 13a）

をｵﾝｻｲﾄで 8 時 50 分からｽﾀｰﾄ。男子 27 名中 8 名（競

技順・久貝悠太、豊田将史、大高伽弥、野村真一郎、

渡邉海人、原田海、島谷尚季、波田悠貴）が決勝進

出を決める、女子 25 名中 8 名（競技順・山下真由、

木下茜、大場美和、坂井絢音、中村祐香梨、善村萌、

錦 美里、野中生萌）が決勝へ進出。最後の力を出し

て決戦に挑んだ。 地元埼玉は男女で優勝、学校別で

も男子校が優勝し文字通り有終の美を飾った。 

個人男女優勝 坂井 絢音選手・波田 悠貴選手 

《男子 個人別》 

1 位 波田 悠貴・埼玉：久喜工業高校 

2 位 原田 海  ・大阪：羽衣学園高校 

3 位 島谷 尚季・千葉：幕張総合高校 

《男子 学校別》 

1 位 埼玉：久喜工業高校・波田 悠貴＋神田 慎 

2 位 山口：防府高校  ・蔭谷 康平＋渡邊 浩幸 

3 位 静岡：浜松日体高校・鈴木 正信＋伊藤 優輝 

 

    男子決勝（13a）波田悠貴選手 

 

《女子 個人別》 

1 位 坂井 絢音・埼玉：山村学園高校 

2 位 義村 萌  ・三重：津東高校 

3 位 野中 生萌・東京：日出高校 

《女子 学校別》 

1 位 静岡：浜松日体高校 中村祐香梨＋北脇 順子 

2 位 長崎：佐世保東翔高校 木下 茜＋大河内芹香 

3 位 佐賀：多久高校     岸川 弓子＋渡島 奈緒 

17 位 埼玉：上尾南高校  安部 文菜＋佐藤 綾香 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子決勝（13a）坂井 絢音選手 

 

※第１回大会（平成 22 年）埼玉が２冠を獲得 

男子優勝（細田 匠）、男子優勝高（久喜工業高校） 

※第５回大会（平成 26 年）で３冠獲得。 

男子優勝高（久喜工業高校）、 

男子優勝（波田 悠貴）、女子優勝（坂井 絢音） 

を獲得したことは特筆に値する快挙で将来は完全

優勝（4 冠）も夢でないと・・・・。 

              文責・岩井田正昭 
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冬山遭難防止研修・講習会 

2014/12/13-14 埼玉県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

          遭難対策委員会 

   悳講師の指導で怪我人の移動方法を学ぶ 

 

参加者：12/13 41 名（研修 11 名、講習 30 名） 

    12/14 52 名（研修 14 名、講習 38 名） 

講  師：日山協：医科学委員会  ･悳 秀彦 

   ：南ｱﾙﾌﾟｽ市白根御池小屋  ･高妻潤一郎 

     ：埼玉県警山岳救助隊    ･古畑純一郎 

：県岳連遭対委員長     ･瀬藤 武 

   （ｱｼｽﾄ）風間 進、鈴木百合子、岩井田正昭 

13 日午前中は全体講義として「救急医療講習」を

全員で実技行う、午後からはｸﾗｽ分けして登山中を想

定して有るものを使い、副木による応急処置を班ご

とに行う。 

14日午前中は前日と変わって主として救急の搬送

をﾒｲﾝに行った、徒手搬送、ｼｰﾄ担架、ｻﾞｯｸ、雨具な

どを併用して搬送のﾃｸﾆｯｸを班別に行った。 

 

ﾃﾝﾎﾟ良い話に身を乗り出して 

午後からは恒例の「今年起きた秩父周辺の遭難事案」

を解説して戴いていた飯田副隊長が所用で参加出来

ないため急遽、抜擢された若手の古畑隊員が講師を

務めて戴くことになった。初めてですと言う割には 

旧知の仲間に話しかけるような話術にみな静かに聞

き入り余韻を残して無事終了しました。 

文責・岩井田 

積雪期登山講習会・指導員研修会 

2015/1/17-18 那須岳周辺 

指導委員会/遭難対策委員会 共催 

参加者数・ｶﾃｺﾞﾘｰ別 

初 級： 秋庭講師 以下 5 名、 

中上級： 佐藤主任講師、金子講師 以下 9 名 

上級指導員養成：瀬藤、鈴木（百）講師 以下 5 名 

指導員養成：鈴木、天野、計良講師 以下 12 名 

研  修：（天野、鈴木） 2 名 

講 師：佐藤主任講師、瀬藤、野村、秋庭、鈴木(一) 

    計良、金子講師 7 名   計 40 名 

     急斜面を使って雪上訓練 

 

1/17 那須「大丸温泉旅館」に集合、受付後開講式

を行い、指導員、上級指導員、養成ｸﾗｽは筆記試験を

受験後、ｽｷｰ場下部の傾斜面の講習場所に移動。 

ｸﾗｽ分けによる初級（1 班）、中上級（2 班）、上級養

成（1 班）、指導養成（3 班）の計 7 班に分散、雪上

実技講習を行った、一旦宿舎に戻り夕食までの時間

を約 1 時間机上講習を行い、その後に入浴、夕食、

懇親会となった。 

        参加者全員集合 

 

1/18 朝食後、昨日と同じ場所で実技講習を繰り返

し行なった。午後に宿舎に戻り、閉講式を行い解散。 

 

※参加感想文を 12p に掲載    文責・岩井田 
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〖広報誌５０号記念・特集〗 

｢岳連報 今昔とこれから｣ 

県岳連事務局長 加藤富之 

｢岳連報｣通刊 50 号発行､おめでとうございます｡ 

 特に､編集委員長の岩井田正昭氏には､これまでの

編集と発行に感謝申し上げます｡ 

 2002(平成 14)年 2 月 28 日発行の第 12 号を皮切り

に､岩井田氏は精力的且つ積極的に埼玉県山岳連盟

の各事業を取材し､編集と発行作業に励みました｡ 

それまで､私の知る限り｢岳連報｣が発行されたのは､

1997(平成 9)年の発行(第 11 号)が最後でした｡それ

も1984(昭和59)年の発行(第10号)以来実に13年ぶ

りの発行でした｡前年の 1996(平成 8)年､埼玉県山岳

連盟の組織や規約が全面改定されたのを受けての発

行でしたが､残念ながらその後も発行は進みません

でした｡2001(平成 11)年､新しい執行部の出発を期に､

前々理事長の福田靖氏と県岳連の情報宣伝活動を司

る｢広報委員会｣の担当者を捜していました｡その年､

天覧山での遭対訓練の時､岩井田氏にお会いし､県岳

連の実情を理解してもらい広報担当を受諾していた

だきました｡その後､年間 4 回発行を目指して順調に

発行｡2005(平成 17)年には､埼玉県山岳連盟『創立 50

周年記念誌-50 年の歩みと仲間たち-』も発行し､こ

の 50 年間の｢埼玉県岳連史｣の基本となる資料を収

集･整理していただきました｡感謝感激です｡その後､

経費削減から年 3 回の発行となりましたが引き続き

取材と編集､発行に励み､2015(平成 27)年春､記念す

べき第 50号の発行となりました｡12 号発行から数え

て 13年､39 号めです｡大変ご苦労さまでした｡これま

での絶え間ない活動に感謝すると共に､さらなる発

行継続をお願いいたします｡これからの｢岳連報｣ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに代表される情報化社会の現在､直接顔を合

わせての集会や例会､会議が減少し､ﾒｰﾙでのやりと

りが日常化しています｡伝言程度であればﾒｰﾙでよい

のですが､協議すべきことはなかなかﾒｰﾙでは伝わら

ず､決まらず､まだまだ不自由です｡機械操作に巧み

な若者は(もしかしたら)､もう自由なのかも知れま

せんが､｢すべての人｣と限定するとまだまだです｡ﾒｰ

ﾙが便利になったといえ､直接会って話すことは重要

で､間違いがありません｡同じように考えて｢岳連報｣

のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化はどうだろうか｡私は､消えてなくなるよ

うなﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾞｯｸ(電子書籍)よりも､活字で印刷され

た物が親しみやすい｡ 

ｽｲｯﾁを入れることなく､手にとって簡単に読める

し､ぺらぺらとﾍﾟｰｼﾞをめくったり､偶然にも面白い

記事を発見ということもある｡しかし､読後の保存を

考えると印刷物は肩身が狭い｡ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｲﾙは保存に

場所をとらず､検索も簡単だ｡情報誌的印刷物は､直

ぐ読めることが第一で､その後は基本的に役割がな

くなる｡しかし､過去を探るときは重要な情報が含ま

れている｡その時々の情報を記録しておくことは重

要だ｡これからは､著作権や肖像権､個人情報等が課

題となるが､｢印刷物｣と同時に｢ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｧｲﾙ化｣が必

至だ｡ 過去の｢岳連報｣は､そろそろ時効でﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

は可能であろう｡上部団体の日山協でも｢月報｣をﾊﾞｯ

ｸﾅﾝﾊﾞｰとして､出版1年を経たものをPDF ﾌｧｲﾙで公開

している｡ 最新のﾆｭｰｽでは､3 月末でｸﾛﾈｺﾒｰﾙ便が廃

止となるらしい｡ここ数年格安通信費として便利に

使ってきたが潮時となった｡月報や理事会記録等の

発送作業は事務処理を増大し､郵送費の高騰は､県岳

連の会計を苦しめています｡次世代に岳連を引き継

ぐためにも､これらのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化は必至となるでしょ

う｡宜しくお願いいたします｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

岳連報 50 号発行について （敬称略） 

『埼玉岳連』報創刊号に記載された『編集後書』

から抜粋       創刊号 ※注-1 

 

『石の上にも三年の喩。埼玉岳連の歩みを、書き

綴って行かねばならないことを常日頃考えていたが、  

今日漸くにして第一号を発刊することに漕ぎつけ

た。編集に際して、あれやこれやと構想はしてみた 

ものの出来上がったものは、御覧の通りの内容の乏 

しい単なる報告書の域を脱しないものとなってしま

った。名実ともに埼玉岳連の機関紙をして、独自な

カラーをもった、しかも豊富な内容溢れるものにし

たいが、岳連諸兄の投稿によって実現出来ることを

確信する。登山即書くことである。諸兄の協力と叱 

陀を切望するものである。尚体協十周年記念事業と 

して埼玉体育史(※注 2）を編纂することになったが、

埼玉岳連としても、埼玉山岳史とも云うべきものを

書き綴らねばならないと思う。それの資料収集も容

易ならざる仕事となろう。よろしく諸兄の協力をお

願いするものである』 

          編集 尾崎正義記（※注 3） 

※注 1・本誌 11p 参照 

※注 2・埼玉県体育史第 1巻 昭和 39年 2月に発行 

※注 3・初代編集者で県岳連の創立者の一人 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「星 霜」 

岳連創立（昭和 30年/1955 年）から３年後に県岳 

連の機関紙･『埼玉岳連』報･創刊号（昭和 33 年

/1958 年・編集者/尾崎正義）が発行された。上記の

編集後書は当時の編集者の意気込みが感じられます。 

そして岳連創立から丁度 60 年後の平成 27 年に、偶

然にも通巻 50号が発行することになった。 

（10p : 埼玉岳連報 紙面概要を参照） 

               ※12p に続く 
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《創刊号（B5 版）昭和 33 年 7 月》 

   『埼玉県山岳連盟規約』が公表された当時 

    の登録団体数は 57 団体、現存 10 団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《第 10 号（B5 版）昭和 59 年 3 月》 

    前年の昭和 58 年に「第 22回全日大会」と 

「第 38 回ﾐﾆ国体」が初めて同一年で開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《第 20 号（A4 版）平成 16 年 6 月》 

埼玉国体のﾘﾊｰｻﾙ、本大会へ続く、当時は 

縦走、踏査、登攀の 3 ｶﾃｺﾞﾘｰがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   《第 30 号 平成 20 年 5 月》 

    埼玉ｲﾝﾀｰﾊｲが 8月に開催、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《第 40 号 平成 23 年 9 月》 

田中名誉会長・日山協会長退任慰労会開催 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《第 50 号 平成 27 年 1 月》 

   60 周年記念式典 盛況を目指して 

創刊号から５０号（ﾀｲﾄﾙは故清水武甲先生の揮毫） 
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2015/1/17-18 積雪期登山講習会に参加して 

ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人：小澤直美 

｢ｲﾝﾅｰｸﾞﾛｰﾌﾞでｱｲｾﾞﾝ装着している人がいますが､必

ずｵｰﾊﾞｰｸﾞﾛｰﾌﾞで装着するように｡雪山では常識で 

す!｣その声にﾊｯとし､緩んでいた気が一瞬で引き締 

まりました｡その時ｲﾝﾅｰ手袋でｱｲｾﾞﾝを装着していた 

のが私だったのです｡ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人に入会後､今 

回が初めての講習参加で山岳会の仲間と一緒に技術 

を学べるという喜びが先攻してしまい､気が緩んだ 

まま｢講習が始まる前だし､いいかな｣と安易に構え 

ていたのです｡早々に､山に向合う自分の未熟な姿勢 

に反省しながらのｽﾀｰﾄとなりました｡一方､この一言 

で真剣山ﾓｰﾄﾞに入り結果的に充実した 2日間を過ご 

す事ができました｡ 

1 日目､ﾀﾞｶﾞｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝでｽﾃｯﾌﾟｶｯﾃｨﾝｸﾞしながら急斜面

を登ることから始まり滑落停止訓練､土嚢とｽﾉｰｱﾝｶｰ

で支点を構築し強度をﾁｪｯｸ｡土嚢にｽﾘﾝｸﾞを巻いて埋

めるだけで本当に強固な支点が構築できるのか半信

半疑でしたが､実際に思い切り体重や衝撃を加えて

もびくともしなかったのは､とても驚きました｡滑落

停止は以前にも訓練したことがあった為､簡単だろ

うと高を括っていましたが最初の 3 回は停止できず､

結局ﾏﾝﾂｰﾏﾝでご指導頂きました｡的確な指摘と体勢

是正の結果､指導後の 4回目はｽｸﾞに停止に成功する

ことができました｡思い込みと事実に相違があるこ

とをこの滑落停止で再確認し､｢以前できたからでき

ると思った｣と何か起きた後に言うことがないよう､

習得した技術は普段から再確認という意味合いでも

積極的に復習する必要性があると強く感じました｡1

日目の夕食後､金子講師に復習予習をするので大広

間に集まるよう声を掛けて頂き､大広間に移動して

みると既に他ｺｰｽの受講者も各自熱心にﾛｰﾌﾟﾜｰｸを練

習していました｡あっと言う間に大広間は講師の

方々と受講者とﾛｰﾌﾟで一杯になり復習予習は夜遅く

まで続きました｡講習に集まった方々の意欲の高さ

と講師の方々が惜しみなく技術･知識を熱心に教示

される姿勢に大変感銘を受けました｡この大広間の

熱い雰囲気の中に数時間身を置いた私は､今まで憧

れていたｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞのｽﾀｰﾄﾗｲﾝにやっと立つこと

ができたんだなと改めて奮起し､翌日の講習へ向けﾓ

ﾁﾍﾞｰｼｮﾝが更に上がりました｡ 

2 日目､｢ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｱｯｸｽﾋﾞﾚｲからの自己脱出､3 分の

1 ｼｽﾃﾑによる引き上げ｣｡今回のﾒｲﾝになった習得技術

です｡講習 1日目の朝に佐藤講師からこの技術を完

璧にできるようになって帰ってもらうことが中上級

者ｸﾗｽの目標だと聞きましたが､その時はこの技術が

何を意味するのか想像もつかないまま講習がｽﾀｰﾄし､

｢はたして内容についていけるのか｡2 日間が無事に

終わるのか｡｣と一瞬にして不安になりました｡しか

し一旦講習が始まればそんな不安を感じる余裕もな 

く､教えられるがまま無我夢中､見よう見まねでﾛｰﾌﾟ

ﾜｰｸを繰り返すうちに何となく形になってきたもの

のﾑﾝﾀｰﾋｯﾁが巧くかからない､手順を間違える､滑落

者をｽﾑｰｽﾞに止められない等､完璧にはほど遠い出来

でした｡このように困惑する場面が多く有りました

が､講師の方々の真剣で熱の入ったご指導や同じ班

の方に助言を頂きながら 2日目の講習終了間近によ

うやく 1人で一連のﾜｰｸをこなせるようになりまし

た｡2日間あいにくの降雪と那須岳特有の強風の中､

寒さと向き合いながらの受講となりました｡しかし

ながら厳しい条件下でﾛｰﾌﾟﾜｰｸの難しさを体験でき

た点や同じｺｰｽの他受講者と相談､連携しながら寒さ

の中課題を修了できた点に於いて､この週末に講習

を受講できて良かったと思っています｡ 

私は登山歴 5年目で､今まで主にｿﾛ縦走で登山を楽

しんできましたが､いつかｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞで頂を踏ん

でみたいという目標があり去年ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人に

入会しました｡今､仲間と共に練習を積み重ね互いに

切磋琢磨し､技術･ﾚﾍﾞﾙを向上させ目標に向かって充

実した日々を送れていることに大きな魅力と喜びを

感じています｡そしてその仲間と今回埼玉岳連の講

習会に参加させて頂き､素晴らしい講師の方々のも

と新しい技術を習得し更に 1 ｽﾃｯﾌﾟ前に踏み出す事

ができました｡今回習得した技術が記憶の片隅に埋

もれることのないようｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ山遊人では仲間と

復習を続けています｡そしてこの技術習得で自己満

足､完結するのではなく仲間の技術向上のためにも

周知を心がけていきたいと思います｡今後も講習に

積極的に参加し､日々の鍛錬に加え経験数を増やし

ながら素早い対応能力も身につけることを目標に精

進していきたいと思います｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

※9p より続く 

創刊号発行以来は、紆余曲折のなか数回の中断を 

超えながら創刊号から 11号（平成９年/1997 年）ま 

で前任者のご尽力で発行戴いたあと 12号（平成 14 

年/2002 年）からﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁ、創刊 50 号（平成 27年/2025 

年）の節目を飾ることが出来だのは、大変名誉な事 

と思います。 

 これまでに、実に多くの方々に『原稿おねがい！』 

を連発、ご迷惑おかけしたを紙面お借りしてお詫び、 

ご協力戴いた事に深く感謝します。 

近号は情報過多で、ﾆｭｰｽの取捨選択に悩むというう

れしい悲鳴を上げつつ最近はやむをえず、増ぺｰｼ 41

号から 12p～14p で対応しています。 

そして今後はﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁする次代の編集者に是非創 

立 70周年時には『埼玉岳連報』70 号以上を出して 

飾ってほしいと念じます。 継続はとても大事です。 

平成 27 年１月第５代編集担当 岩井田正昭 
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10 月～1 月 県内選手リザルト 

東部地区新人大会及びｺﾊﾞﾄﾝ中高生競技大会 

2014/9/21   加須 

[中学生の部]  

男子1位 本間 大晴,2位 中村 颯人,3位 三木 流砂 

女子 1位 松井 結,2 位 江上 理琴,3 位 小林 由奈, 

4 位 須見 真絢 

[高校生の部] 

男子 1位 中村 元,2 位 神田 慎,3 位 白石裕次郎,  

4 位 平岡 寛仁,5 位 長谷川大晴,6位 野村 拓生 

女子1位 安部 文菜,2位 佐藤 綾香,3位 山崎 真緒    

 

第 69 回国民体育大会『長崎がんばらん国体』 

2014/10/17-19 長崎/大村 

天皇杯男女総合  第 7 位 

少年男子  

選手:波田 悠貴,渡邉 海人  監督:内海 信 

  ﾘｰﾄﾞ       予選 8位・決勝 3位 

  ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 予選 4位・決勝 2位 

成年男子  

選手:是永敬一郎,鈴木 友希 監督:小茂田利孝     

ﾘｰﾄﾞ      予選 2位・決勝 6位 

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ 予選 11位  ※詳細は 6P 参照 

 

IFSC Climbing Worldcup 

2014/10/26 千葉・印西 

男子: 9 位 是永敬一郎,12 位 波田 悠貴 

女子:10 位 尾上 彩  決勝進出ならず 

 

第 1 回関東小中学生選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会 

          2014/11/2 千葉・幕張総合 

[小学男子]10 位 鶴隼斗,24 位 佐藤純,28 位 別所綱 

[小学女子]10 位 川端 美央,23 位 勝見 文音 

[中学男子] 8 位 中村 颯人,26 位 三木 流砂 

[中学女子] 7 位 曽我 綾乃,17 位 松井 結, 

19 位 須見 真絢,20 位 江上 理琴,21 位 小林 由奈 

 

第 27 回県民総合体育大会 ｺﾊﾞﾄﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 

            2014/11/30 加須 

※詳細は 6P 参照 

 

第 5 回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会 

         2014/12/23-24 加須 

男子 1 位 波田悠貴,4 位 大高伽耶,6 位 渡邊海人, 

11 位 加藤悠生､30 位 中村元､41 位 神田慎 

女子 1 位 坂井絢音,68 位 安部文菜,75 位 佐藤綾香 

男子（学校別）1位 久喜工業高校 

女子（学校別）17位 上尾南高校 

              ※詳細は 7P 参照 

専門委員会・計画［27年1月～3月］ 

指導委員会 

1/17-18・平成 26 年度指導員養成講習会 那須 

2/14-15・日山協 主任検定員養成講習会 大山 

 

競技委員会 

1/24-25・競技部ﾌﾞﾛｯｸ研修会 加須 

2/21-22・ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ深谷ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ 

 

選手強化委員会 

1/18-2/1・ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ計画 川越 RC 

 

遭難対策委員会 

1/23-25・日山協 山岳ﾚｽｷｭｰ講習会 谷川岳 

 

海外登山委員会 

2/3 ・例会 大宮 

2/頃 ・平出和也氏後援（調整中） 

3/7-8・日山協 海外登山技術研究会 ｵﾘｾﾝ 

 

自然保護委員会 

2/21-22・ﾌｵｰｽﾄﾋﾞﾊﾞｰｸ及び耐寒訓練計画 三峯 

3/25-26・旧三峯分校「岳人の家」閉所式 三峯 

 

ジュニア委員会 

2/14・ｼﾞｭﾆｱ・普及情報交換会 ｵﾘｾﾝ 

 

広報委員会 

1/14・編集委員会 

1/末・【埼玉岳連報(記念号)50 号】発行 

 

企画委員会 

60 周年記念 ﾃﾞｰﾀｰﾍﾞｰｽ作成 

 

個人会員委 

 

その他 

1/17・日山協 新春懇談会 東京

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

1/24・都岳連 2015新春の集い 東京ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾊﾞｰｸ及び耐寒訓練 

主 催：埼玉県山岳連盟、主 管：自然保護委員会 

後 援：遭難対策委員会 

期 日：2015 年 2月 21 日(土)-22 日(日) 

場 所：旧三峰分校跡｢岳人の家｣ 

参加費：5,000 円 講習会費他 

装 備：ﾂｴﾙﾄ､天幕､寝袋､ﾏｯﾄ､ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､防寒具､着替
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え､手袋､替え靴､帽子､ｼｭﾘﾝｸﾞ=3 本､ 

ﾃｰﾌﾟｽﾘﾝｸﾞ 1,5m･l,2m=各 1 本､細引=20m､ｻﾞｲﾙ=1 本､ｶ

ﾅﾋﾞﾅ=3 個､ｱｲｾﾞﾝ(6 本爪以上)､ 

ｽﾄｯｸ､ﾃﾙﾓｽ､洗面具､他必要なもの､ 

講 師：県岳連・遭対委員会委員長 瀬藤武､他 

 ※詳細については直接、岩崎自然保護委員長に 

連絡下さい。 048-442-0833 090-1604-6848 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ日本代表選考会 

競技日程:2015 年 2月 21 日(土)-22(日) 

名  称:ｷｮｰﾘﾝ製薬ｸﾞﾙｰﾌﾟ presents 

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ 2015 

主  催:公益社団法人 日本山岳協会 

主  管:埼玉県山岳連盟・ 

協  力:深谷市山岳連盟 

特別協賛:ｷｮｰﾘﾝ製薬ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝﾌﾞｽ株式会社 

協  賛:ﾏﾑｰﾄｽﾎﾟｰﾂｹﾞﾙｰﾌﾟｼﾞｬﾊﾟﾝ,好日山荘 

期  日:平成 27年 2月 21 日(土)-2 月 22 日(日) 

会  場:深谷ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳﾞｨﾚｯｼﾞ(JR 高崎線 龍原駅) 

〒366-0051 埼玉県深谷市上柴町 3-13-6 

TEL 048-578-6625 

 

第 5 回日本山岳遺産ｻﾐｯﾄ 

日 時：2015 年 2月 28 日(土) 

会 場：ｲﾝﾌﾟﾚｽｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ 

千代田区神田神保町 1-105 神保町三井ﾋﾞﾙ 23F 

内 容：Ⅰ部 2014 年度認定地・認定団体発表 

    Ⅱ部 基調講演「地方の自然、魅力の伝え方」 

    Ⅲ部 過去の認定団体・関係者のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

申込締切：2月 20日 定員 80 名下記 HPより直接 

http//sangakuisan.yamakeico.jp/ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

海外登山技術研究会 

日 時：2015 年 3月 7日-3 月 8 日 

会 場：国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰ 513 号室 

内 容：3/7 海外登山報告 2014 谷口けい氏 他 

    3/8 特集Ⅰ特別講演」中村 保氏 他 

参加費：当日参加：2,000 円/宿泊参加：12,000 円 

主  催：(公社)日本山岳協会問合せ先 03-3481-2396 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

編集後書 昨年末の高校生 C 大会、1 月の遭難事故

捜索、2 月の新春懇談会が終わり 4 月評議員総会に

向けて走り始めた。   悠々坦々と   m.i 
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